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ウ ェ ブ サ イ ト で は 、  よ り 詳 し い 記 事 を ご 覧 い た だ け ま す 。

山 口 市 黒 川 7 2 9- 1

指 定 代 理 店
h t t p: / / w w w. m a e t e c h. n e t ☎ 0 8 3 -9 4 1 -6 7 0 2

太 陽 光 ・ 蓄 電 池 な ど で 快 適 な 暮 ら し を ご 提 案 ！
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太 陽 光 ・ 蓄

7 2 9- 1
w . m a e t e ch . n et ☎

蓄 電 池 な ど で 快

株 式
会 社

1 9 8 0  年 8  月 、 旧 阿 東 町 生 ま れ の 4 3  歳 。
徳 佐 小 、 阿 東 東 中 、 高 校 卒 業 後 、 専 門 学
校 に 進 学 。2 1  歳 の 時 に 父 親 が 営 む 会 社 「 人
形 の だ い ご 」 に 入 社 し 現 在 、 代 表 を 務 め る 。
座 右 の 銘 は 「 温 故 知 新 」 で 、 人 と 会 う こ
と が 好 き 。

8 5 6

４ 月 １ 日 付 で 、 ２ ０ ２
４ 年 度 の 山 口 商 工 会 議 所青 年 部 （ Ｙ Ｅ Ｇ ） 会 長 に就 任 し た 。 任 期 は 来 年 ３月 ま で の １ 年 間 。

ス ロ ー ガ ン に 「 共 想 〜
想 い を 紡 ぎ 、 未 来 へ 歩む 」 を 掲 げ 、  「 自 分 た ちだ け で な く 、 山 口 市 を 愛す る す べ て の 人 や 団 体 の想 い を 共 有 ・ 共 感 し たい 。 多 く の 仲 間 と 語 り 合い 、 そ れ ぞ れ の 想 い を 紡い で 未 来 に つ な が る 一 年に な れ ば 」 と 話 す 。

青 年 部 へ は ２ ０ １ ４ 年

に 入 会 し て 今 年 で

1 1年 目 。

副 会 長 は

2 0年 か ら 昨 年 ま で

４ 年 間 務 め 、  「 コ ロ ナ 禍 でで き る こ と 」 を 模 索 し な がら 会 長 と 各 委 員 長 の 間 に 入っ て 調 整 を 図 っ て き た 。
今 年 度 は 、  「 全 国 会 長 研

修 会 」 の 開 催 地 を 決 め る コン ペ テ ィ シ ョ ン を ８ 月 に 控え 、 勝 ち 取 る こ と が で き れば ５ 年 後 に 山 口 市 内 で 開 かれ る 。 見 込 ま れ る 経 済 効 果も 視 野 に 入 れ つ つ 「 良 い 学び の 機 会 と な る よ う 、 精 一杯 取 り 組 み た い 」 と 意 気 込み を 語 る 。

彌 いよ

政 まさ

勇 ゆう

作 さく

さ ん

山 口 商 工 会 議 所 青 年 部 ２ ０ ２４ 年 度 会 長

き れ い

き れ い

り の 千 円 札 と ジ ャ ラ ジ ャ ラ と 小 銭 が 出て く る 。 財 布 に し ま う 。
帰 宅 し て 、 千 円 札 を 入 念 に 調 べ る 。

私 は 、 き れ い な 千 円 札 を 集 め て い る（ お 祝 い や 月 謝 お 礼 等 に き れ い な お 札は 必 要 ）  。 新 札 に 近 け れ ば 近 い ほ ど いい 。 紙 幣 は ピ ン と 張 っ て い て 、 野 口 英世 を 指 で は じ く と コ ン と 軽 や か な 音 がす る の が 最 高 だ 。 今 回 該 当 す る の は 、九 千 円 の 中 に 一 枚 し か な か っ た 。 二枚 、 惜 し い 紙 幣 が あ っ た 。 真 ん 中 に 緩や か な 折 り 曲 げ の 跡 が 見 え る 。 き っと 、 二 つ 折 り の 財 布 に 入 っ て い た も の

鯵 一 尾 二 百 五 十 円 を 買 っ
て バ ー コ ー ド で 読 み 取 ら せ一 万 円 札 を 投 入 す る 。 お つ

だ ろ う 。
千 円 札 の 顔 は 、 昭 和 二 十 五 年 か ら

聖 徳 太 子 、 三 十 八 年 か ら 伊 藤 博 文 、五 十 九 年 か ら 夏 目 漱 石 、 平 成 十 六 年か ら 野 口 英 世 。 も う す ぐ 北 里 柴 三 郎に 変 わ る ら し い 。 私 に 馴 染 み 深 い のは 聖 徳 太 子 。 太 子 の 持 っ て い ら っ しゃ る 、 し ゃ も じ の よ う な 笏 は 印 象 的だ 。 後 の 方 は 同 じ よ う な 顔 に 見 え て誰 が 誰 か 記 憶 に 残 ら な い 。
昭 和 四 十 年 に 就 職 し た 私 の 初 任 給

は 一 万 四 千 五 百 円 。 も ろ も ろ 引 か れて 千 円 札 で 聖 徳 太 子 様 だ け で 貰 っ たと 思 う 。 伊 藤 博 文 も あ っ た か な ？
き れ い な 千 円 札 は な か な か 溜 ま ら

な い 。 手 元 不 如 意 の お り に は 、 そ こに 手 を つ け て し ま う ・ ・ ・ 。 惜 し みつ つ 使 う 。

菜 の 花 の 中 を 「 巡 礼 」（ 昨 年 ）
よ る さ ま ざ ま な 取 り 組 みも さ れ る 。「 案 内 所 」 は 、 秋 穂 地域 交 流 セ ン タ ー （ 山 口 市秋 穂 東 ） に 、 両 日 午 前 ９時 か ら 午 後 ４ 時 ま で 設 けら れ る 。 道 案 内 に 加 え 、オ リ ジ ナ ル 巾 着 袋 に

7 0枚

の

1 0円 玉 が 収 め ら れ た

「 お さ い 銭 用 小 銭 」  （ １ 千
円 ） 等 巡 礼 グ ッ ズ の 販 売や 「 ス タ ン プ ラ リ ー 」 台紙 の 配 布 な ど が さ れ る 。

さ ら に 同 所 に は 、 霊 場
巡 り が 体 力 的 に 困 難 な 人た ち に 向 け 、 八 十 八 カ 所を 徒 歩 で 巡 礼 し た の と 同じ 功 徳 が 得 ら れ る と い う

「 お 砂 踏 み 」 体 験 コ ー ナ
ー も 設 置 さ れ る 。

ガ イ ド マ ッ プ 「 巡 礼 手
帖 」 は 、 案 内 所 や 札 所 の各 お 寺 、 秋 穂 地 域 内 の 商店 や 行 政 施 設 、 道 の 駅 等に 設 置 。 札 所 所 在 地 一

覧 、 巡 礼 の 作 法 、 案 内図 、 お す す め コ ー ス な どが 紹 介 さ れ て い る 。「 今 年 は 休 日 の 開 催 とな っ た こ と も あ り 、 こ の文 化 を 継 承 し て い く た めに も 、 多 く の 人 に 来 て もら え た ら 」 と 、 同 協 会 秋穂 支 部 。

山 口 市 秋 穂 の 「 秋 穂 八
十 八 カ 所 霊 場 」 を 舞 台 に

2 8日  （ 日 ）  と

2 9日 （ 月 ・

祝 ）  、  「 お 大 師 ま い り 」 が開 か れ る 。
こ れ は 、 弘 法 大 師 （ 空

海 ） の 命 日 に 当 た る 旧 暦の ３ 月

2 1日 と 前 日 の

2 0日

に 、 地 域 の 人 た ち が 巡 礼者 に 対 し て 飲 み 物 や 食 べ物 の お も て な し （ お 接待 ） を す る 毎 年 恒 例 の 行事 。 当 日 は 、 各 札 所 に おけ る お 接 待 に 加 え 、 山 口観 光 コ ン ベ ン シ ョ ン 協 会秋 穂 支 部 （

☎
０ ８ ３

－

９

８ ４

－

３ ７ ４ １ ） な ど に

地 域 挙 げ て  「 お 接 待 」

秋 穂 八 十 八 カ 所 霊 場 で  「 お 大 師 ま い り 」
２ ８ ・ ２ ９ 日
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徳 佐 に 入 る と 街 道 の 右 手 に 椿 家 の 門 が 見
え て く る 。 椿 家 は 代 々 大 庄 屋 や 庄 屋 に 名 を連 ね た 名 門 で 、 初 代 市 左 衛 門 は 慶 長 十 六 年

（ １ ６ １ １ ） に 庄 屋 に 任 命 さ れ て い る 。 庄 屋
の 住 居 は 藩 主 や 幕 府 巡 検 使 な ど 高 位 の 者 が 宿泊 す る 本 陣 に 指 定 さ れ る の が 常 だ っ た 。 藩 主が 代 替 わ り す る と 新 藩 主 は 江 戸 よ り お 国 入 りし て 領 内 巡 視 を 行 っ た が 、 津 和 野 藩 と の 境 ・野 坂 峠 を 訪 れ た 後 、 こ こ を 定 宿 と し て い た 。

本 陣 近 く に は 、 幕 府 や 藩 の 掟 、 禁 令 を 公 布
す る 高 札 場 も 設 け て あ っ た 。 縦 横 約 ２ ㍍ × ８㍍ の 板 に 板 葺 き 屋 根 が 付 け ら れ 、 そ こ に は 田畑 を 荒 ら す な 、 親 に は 孝 行 を 尽 く せ 、 夫 婦 兄弟 仲 良 く せ よ 、 キ リ ス ト 教 を 禁 ず る 、 毒 薬 や偽 薬 の 販 売 禁 止 す る 、 な ど と 書 か れ て い た 。

2 5 本 陣 椿 家 門

文  ・  イ ラ  ス  ト ＝        

古 谷 眞 之 助

︻ フ ル ー ト ・ サ ッ ク ス ・オ カ リ ナ 生 徒 募 集 ︼

無 料

体 験 レ ッ ス ン 有 。 楽 器 無で も Ｏ Ｋ ！ 初 心 者 歓 迎 。☎
０ ８ ３ ６ ３ ５ ８ ２ ３ ４山 口 井 筒 屋

［ ５ 階 ］ 今 週 の 催 し 案 内

次 回 は ５ 月 １ 日 掲 載

︻ 催 場 ︼

2 5日  （ 木 ）  ~ ５ 月

７ 日  （ 火 ）  :

全 国 う ま い も

の 大 会 【

美 術 ギ ャ ラ リ

ー ︼ ~

2 9日  （ 月 ・ 祝 ）  :

イ

タ リ ア の 自 然 、 人 、 日 常
渡 辺 京 太 ・ 渡 辺 栄 二 人

展

イ タ リ ア の 詩 「 光 ・

感 性 ・ 永 遠 」

学
　 　

ぶ

サ ン デ  ー 山 口 は 、  山 口 市  ・  美 祢 市  ・  宇 部 市  （  一  部 ）  ・  防 府 市  （  一  部 ）  で の 新 聞 折 り 込 み と 各 所  へ  の 設 置 で 、  み な さ ま に お 届 け し て  い  ま す 。  紙 面 に 載 り 切 ら な  い 情 報 は ウ  ェ  ブ サ イ ト に 掲 載 し て  い  ま す 。  ぜ ひ ご 覧 く だ さ  い 。
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や ま ぐ ち  “ と も  ×  い く ”  応 援 企 業登 録 証 を い た だ き ま し た

山 口 県 で は 、 男 性 、 女 性 と も に 希
望 ど お り 、 育 児 休 業 制 度 を 取 得 す るこ と が 当 た り 前 と な り 、 働 き や す い職 場 環 境 づ く り 等 に 積 極 的 に 取 り 組む 事 業 者 の 登 録 制 度 「 や ま ぐ ち 〝 とも × い く 〞 応 援 企 業 登 録 制 度 」 を 実施 し て い ま す 。

コ ー プ や ま ぐ ち も こ の 「 や ま ぐ ち

〝 と も × い く 〞 応 援 企 業 」 に 登 録し 、 ３ 月

2 6日 、 県 庁 で 登 録 証 の 交 付

を 受 け ま し た 。 引 き 続 き 、 希 望 ど おり 育 児 休 業 制 度 を 取 得 で き る 職 場 づく り を 推 進 し て 参 り ま す 。

３ 月 ７ 日 に 受 賞 団 体 を 発 表 し た 「 第

1 8回 女

性 い き い き 大 賞 」  。 ３ 月

2 1日 、 最 優 秀 賞 （ 山 口

県 知 事 賞 ） の ポ ポ メ リ ー の 皆 さ ん と 村 岡 県 知事 を 訪 問 し 、 懇 談 会 を 行 い ま し た 。
懇 談 会 に は 、 ポ ポ メ リ ー の 代 表 藤 本 育 栄

様 、 と も に 活 動 さ れ る 美 容 師 の 波 多 野 早 苗 様に ご 参 加 い た だ き 、 活 動 の 概 要 や 今 後 め ざ すこ と な ど を お 伝 え し ま し た 。
団 体 の 活 動 紹 介 は 、 コ ー プ や ま ぐ ち ホ ー ム

ペ ー ジ で も ご 紹 介 し て い ま す 。 ぜ ひ ご 覧 く ださ い 。 な お 、 第

1 9回 女 性 い き い き 大 賞 の 応 募

受 付 開 始 は ７ 月 か ら の 予 定 で す 。 第

1 8回 女 性 い き い き 大 賞 最 優 秀 賞 団 体 が

県 知 事 を 訪 問 し ま し たお 問 い 合 わ せ : 組 合 員 活 動 グ ル ー プ０ １ ２ ０

¦
２ ７

¦
５ ５ ２ ０ （ 月 ~ 金

９ 時 ~

1 8時 ）

▲  詳  し く は  こ ち ら

〝 と も × い く 〞 に つ い て 詳 し く は山 口 県 の ポ ー タ ル サ イ ト を ご 覧 く ださ い 。


